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心理学研究科は、文学研究科臨床心理学専攻を発展的に改組
して設置します。その前身となる文学研究科教育学専攻臨床
心理学領域であった����年から、公益財団法人日本臨床
心理士資格認定協会が認定する「第１種指定校」に認定されて
います。さらに、����年から始まった国家資格「公認心理師」
受験資格に対応したカリキュラムを整備し、公認心理師も輩出
してきました。

現代社会は、複雑で不確実、予測困難であり、人々は精神的・
心理的な安定を一層求め、回復に対する専門的な支援への
要請が高まっています。多様で複雑な心理的課題に適切に
対応するには、臨床心理学の主要な学問領域である個人心理学
に基礎を置く「生涯発達」の手法と共に、本学の特長として
培ってきたシステムズアプローチによる「関係者支援」の
手法のそれぞれが不可欠です。諸課題の解決に向けた多様な
社会のニーズに貢献できる人材を育成するため、新たに心理学
研究科を設置します。

心理学の高度な専門性とコミュニケーション・スキルを修得し、
心理学的支援を担うことができる高度専門職業人や研究者を養成します。

心理学研究科長
（就任予定）

Satoru Yoshikawa
吉川 悟

心理学研究科は建学の精神に基づき、心理学の専門的知識を修得し、現代社会における地域や組織がかかえる

人間関係に関する心理的課題を深く把握・理解し、解決するための高度な倫理性と実践能力を有し、近接

領域の専門職と協働的支援を実現できる能力を有する人材を養成することを目的とする。

設置の理念

POINT

心理専門の資格である、公認心理師・臨床心理士の両制度の受験資格を確実に得られるカリキュラムを編成するとともに、
臨床実践を通したキャリア教育による高度専門職業人としてふさわしい倫理性と実践能力を有する人材を養成。

公認心理師、臨床心理士の両資格取得と、
心理的支援を実践できる高度専門職業人を育成

これまでの個人療法による対応に留まらず、関係者支援や多職種連携を実践していくための高度なコミュニケーション・
スキルや、クライエントにかかわる家族や関係者への間接的な心理的支援の手法の獲得など、社会からの新たな要請に
積極的に対応。

臨床心理学に対する社会からの新たな要請に対応

教育理念・目的

修業年限

２年

定員

入学定員：��名　収容定員：��名

学位

修士（臨床心理学）

研究科名

心理学研究科

〔養成する人材像〕
心理的支援の現場において、多職種との協働的な支援が可能となる専門的知識や課題解決に向けたアプローチを構想する
上で必要となる対人支援能力を修得することで、研究力・臨床実践力共に有する人材を養成することを目的とする。また、
心理的支援の現場における課題を包括的に把握し、心理的困窮にある人に対する全人的な視点からの課題解決能力を
有し、協働的な支援に必要な専門的実践力と構想力に優れた高度専門職業人及び研究者を養成する。

専攻名

臨床心理学専攻

修士課程

修業年限

３年

定員

入学定員：�名　収容定員：��名

学位

博士（臨床心理学）

研究科名

心理学研究科

〔養成する人材像〕

研究者養成コース
これまでの臨床心理学の専門性に限定されず、対人支援の
現場の問題を見いだし、そこに必要な知見を生み出す
研究力を備え、それらを臨床実践に提案・還元するとと
もに、それらを社会に発信できる能力を持つ研究者を養成
する。

高度専門職業人養成コース
現場で求められているより高度で包括的な臨床能力の獲得、
及び後進の臨床実践力の向上のための指導（スーパー
ヴィジョン）方法を獲得することで、高度専門職業人に対する
指導的立場の人材を養成する。

専攻名

臨床心理学専攻

博士後期課程

本学では、現場実践経験の豊富な教員による臨床的対応に
ついての指導、学内実習施設での教員の陪審・陪席などによる
実習等によって、臨床心理学の知識にとどまらず、臨床的に
有益で高度なコミュニケーション・スキルや対人援助の実践的
なスキルを身につけることを目標としています。
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キャリアビジョンに合わせた専門的かつ実践的な「２つの分野（生涯発達・関係支援）」を設定し、関連領域に

おける知識体系や理論を教授することが可能となるような科目履修を促進する。また、臨床実践をとおした

キャリア教育を通じて高度専門職業人に相応しい高い倫理性と実践能力を有する人材を養成する。

豊富な臨床現場での実践を通した研究を行っている教員を配置する本研究科では、
大学院生にも同様に多様な臨床実践を経験できるようなカリキュラムを編成します。
具体的には、学外施設での臨床実習や見学実習、学内の臨床心理相談室における心理
面接の担当、ボランティアによる現場体験、電話相談の実施などです。これらの実際の
体験から得られたことを整理し、カンファレンスでの発表やケースレポートを通じて
自らの言葉で理論的に精緻化することは、新たな知見を生み出す貴重な機会となります。

公認心理師受験資格課程では、５領域（医療保健、福祉、教育、司法犯罪、産業労働）の科目を中心とし、臨床心理士受験
資格課程では、臨床心理面接、臨床心理査定、臨床心理学的地域援助、臨床心理研究の４領域を基軸とした教育課程を
編成する。

■

履修モデル

※本研究科は、（公財）日本臨床心理士資格認定協会が認定する第１種指定校に認定されています。

臨床心理士受験資格課程
臨床心理師とは、（公財）日本臨床心理士資格認定協会が実施する
試験に合格し、認定を受けることで取得できる資格であり、臨床
心理学にもとづく知識や技術を用いて、人間の “こころ” の問題に
アプローチする “心の専門家” です。医療、福祉の分野だけでなく、
教育分野におけるスクールカウンセラー、社会における企業内カウン
セラーや災害時の心のケアの担い手として、幅広く活躍しており、
社会的な認知度も非常に高い資格です。

公認心理師受験資格課程
公認心理師は、心理専門職に関する初の国家資格であり、保健医療、
福祉、教育、司法、産業の分野において、心理学に関する専門的知識
及び技術をもって、➀心理に関する支援を要する人の心理状態の観察、
その結果の分析➁心理に関する相談及び助言、指導➂心理に関する
支援を要する人の関係者に対する相談及び助言、指導➃心の健康に
関する知識の普及を図るための教育及び情報の提供などを行います。

取得可能な資格

研究・臨床実践を発展させ、より高度で専門的な臨床心理学の研究を希望する者や、現場で活躍している

臨床心理士や公認心理師で、より高度な実践能力の習得をめざす者からの要請に応えるため、研究者養成

コースと高度専門職業人養成コースの２コース制を導入する。

履修モデル

前期 前期後期 後期

◎臨床心理学文献研究

特論

演習

実習

◎：必修科目　　〇：選択科目

１年次配当年次

科目区分

２年次

特論選択科目（公認心理師、臨床心理士受験資格課程科目を含む）

○ヒューマンライフケア・ケーススタディⅠ
○システムズアプローチ・ケーススタディⅠ
○臨床心理学特論
○臨床心理面接特論

〇ヒューマンライフケア・ケーススタディⅡ
〇システムズアプローチ・ケーススタディⅡ

〇臨床心理実習
〇心理実践実習Ⅱ
〇臨床心理実習指導Ⅱ

◎臨床心理学演習Ⅰ ◎臨床心理学演習Ⅱ

〇臨床心理査定演習

○心理学研究法特論
○人格心理学特論（心理的アセ
　スメントに関する理論と実践）

上記を含む��科目

〇臨床心理基礎実習
〇心理実践実習Ⅰ

〇臨床心理実習指導Ⅰ

○臨床心理学研究法特論
○学習心理学特論

上記を含む��科目

事例研究 〇臨床心理
　事例研究Ⅰ

〇臨床心理
　事例研究Ⅱ

〇臨床心理
　事例研究Ⅲ

TOPICS
れ い め い か ん

新施設「黎明館」 ����年完成予定

隣接する付属平安高校･中学校の敷地内に共有施設を建築します。大学施設として教室や研究室、
臨床心理相談室「大人と子どものこころのクリニック」などを配置。クリニックでは、公認心理師・
臨床心理士の受験をめざす学生の実習施設でもあります。また、中高施設として図書室や自習
スペース、食堂を含むコミュニケーションスペースなどを配置。エントランス付近には、学生や
生徒だけでなく地域住民や観光客など一般の方々も集うことのできるオープンテラスカフェを
設置し、地域社会とのつながりの場を生み出します。

前期 前期後期 後期

演習

◎：必修科目　　〇：選択科目

１年次配当年次

科目区分

２年次

◎臨床心理学演習Ⅰ ◎臨床心理学演習Ⅱ

前期 後期

３年次

◎臨床心理学演習Ⅲ

特殊研究 〇臨床心理学
　特殊研究Ⅰ

〇臨床心理学
　特殊研究Ⅱ

〇臨床心理学
　特殊研究Ⅲ

修士課程 博士後期課程

修士課程における対人支援の領域における実践的研究を基礎として、
さらなる臨床心理学の幅広い学問的知識を修得し、現代的な心理学的
課題の認識と課題解決に寄与する深い研究能力を育成します。「臨床
心理学特殊研究」では、理論的な研究あるいは先行研究のレビュー

など、博士論文の執筆に
必要な専攻分野の研究を
進めるとともに、学術論文の
作成や研究方法等に関する
情報を収集し、現代的な
課題の解決方策を模索する、
より実践的な研究を行う
上で必要な知識を修得し
ます。

研究者養成コース 高度専門職業人養成コース
社会人として実践してきた臨床心理活動を題材として、複数の詳細な
実践記録の省察から広範な実践を俯瞰でき、さらに臨床実践における
有効なスーパーヴィジョンの方法を獲得することを目的とします。

「臨床心理学事例研究」では、これまでの実践を振り返り、より高度
な臨床心理学的視点から
省 察 を 行 い 、ス ー パ ー
ヴィジョンによる個別指導
をとおして、自身が後進に
対して実施するスーパー
ヴィジョンに必要な知見
を獲得し、併せてより深い
事例検討を行います。

指導教員のもとで行われる研究指導だけではなく、複数の博士後期課程担当教員合同で行う研究発表会やケースカンファ
レンスに出席し、関連学会における研究発表や論文投稿を促す指導を行う。これによって、臨床実践における技能修得と、
その実践を客観視することで成立する実践研究それぞれを並行して行い、実践と研究のつながりを深く理解できる高度専門
職業人の資質を備えた研究者・実践者として活躍できるように教育課程を編成する。

両コース共通
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諸会費
合　計

学会入会金 20,500 5,500 5,500 5,500 5,500 5,500

245,500 30,500 180,500 30,500 30,500 30,500

登録料※ 41,500 41,500 41,500 41,500 41,500 41,500

諸会費

入学時納入金 １年次（後期）
専門分野：臨床言語学

〔主な担当授業科目〕
システムズアプローチ・ケーススタディⅠ・Ⅱ
臨床心理学研究法特論
臨床心理学演習Ⅰ・Ⅱ
心理実践実習Ⅰ・Ⅱ

赤津 玲子   教授

専門分野：教育臨床心理学
〔主な担当授業科目〕

ヒューマンライフケア・ケーススタディⅠ・Ⅱ
教育分野に関する理論と支援の展開
臨床心理学演習Ⅰ・Ⅱ
心理実践実習Ⅰ・Ⅱ

内田 利広   教授

専門分野：学校臨床
〔主な担当授業科目〕

臨床心理学文献研究
発達心理学特論
心の健康教育に関する理論と実践

児玉 龍治   教授

専門分野：児童心理臨床
〔主な担当授業科目〕

システムズアプローチ・ケーススタディⅠ・Ⅱ
福祉分野に関する理論と支援の展開
臨床心理学演習Ⅰ・Ⅱ
心理実践実習Ⅰ・Ⅱ

髙林 学   教授

専門分野：医療臨床
〔主な担当授業科目〕

システムズアプローチ・ケーススタディⅠ・Ⅱ
臨床心理学特論
臨床心理学演習Ⅰ・Ⅱ
心理実践実習Ⅰ・Ⅱ

東 豊   教授

専門分野：ビジネス心理学
〔主な担当授業科目〕

産業・労働分野に関する理論と支援の展開

水口 政人   教授

専門分野：臨床心理学的地域援助
〔主な担当授業科目〕

ブリーフセラピー特論

伊東 秀章   准教授

専門分野：臨床心理学
〔主な担当授業科目〕

心理的アセスメントに関する理論と実践

小正 浩徳   准教授

専門分野：臨床教育学
〔主な担当授業科目〕

システムズアプローチ・ケーススタディⅠ・Ⅱ
臨床心理面接特論
臨床心理学演習Ⅰ・Ⅱ
心理実践実習Ⅰ・Ⅱ

吉川 悟   教授

専門分野：母子臨床
〔主な担当授業科目〕

ヒューマンライフケア・ケーススタディⅠ・Ⅱ
心理療法特論
臨床心理学演習Ⅰ・Ⅱ
心理実践実習Ⅰ・Ⅱ

三林 真弓   教授

専門分野：児童精神医学
〔主な担当授業科目〕

ヒューマンライフケア・ケーススタディⅠ・Ⅱ
精神薬理学特論

（保健医療分野に関する理論と支援の展開）
臨床心理学演習Ⅰ・Ⅱ
心理実践実習Ⅰ・Ⅱ

武田 俊信   教授

専門分野：特別支援臨床
〔主な担当授業科目〕

ヒューマンライフケア・ケーススタディⅠ・Ⅱ
人格心理学特論

（心理的アセスメントに関する理論と実践）
臨床心理学演習Ⅰ・Ⅱ
心理実践実習Ⅰ・Ⅱ

滋野井 一博   教授

����年度予定額
（2025年度学費・諸会費は９月頃に決定いたします。決定後の金額につきましては、龍谷大学Webサイト「入試情報」をご確認ください。）

修士課程〔通常学費〕

修士課程〔単位制学費〕

博士後期課程

他大学出身者

授業料

入学金 200,000

356,500

（単位：円）

学費
―

356,500

教員一覧 学費など

入学時納入金 １年次（後期）

本学学部出身者

150,000

331,500

―

331,500

入学時納入金 １年次（後期）

本学研究科の課程出身者

―

331,500

―

331,500

20,500 5,500

�：
�：
�：
�：

■ 「長期履修制度」が適用され、入学時納入金が第１学期の学費より多くなる場合は、その差額を次学期以降の学費に充当します。

諸会費は、学会、院生会、親和会、校友会からの委託徴収金です。
本学出身者のうち文学部・文学研究科・実践真宗学研究科出身者以外の入学生は、学会入会金�,���円を必要とします。
校友会費（��,���円）は他大学出身者のみ修士課程２年次に納入していただきます。
社会人入試入学者は、入学手続期間中に以下単位制学費選択者と同額の学費・諸会費を納入し、�月��日までに、学費の差額を納入することになります。

�：
�：
�：
�：
�：
�：
�：

※登録料は１単位あたり（本表の「合計」には加算していません）。

諸会費は、学会、院生会、親和会、校友会からの委託徴収金です。
授業料は単位制となっていますので、在籍料＋登録料（１単位あたり登録料×登録単位数）を納入していただきます。
入学年度前期の在籍料は、入学時納入金に含まれています。
登録料は、登録単位数に応じた額となりますので、登録手続後納入していただくことになります。登録料（前期分）の納入期限は�月��日です。
本学研究科の課程出身者は、入学申込金と入学時納入金との差額を前期登録料の一部に充当します。
本学出身者のうち、文学部・文学研究科・実践真宗学研究科出身者以外の入学生は、学会入会金�,���円を必要とします。
校友会費（��,���円）は他大学出身者のみ修士課程２年次に納入していただきます。

5,500 5,500 5,500 5,500

在籍料 25,000 25,000 25,000 25,000 25,000 25,000

合　計 577,000 362,000 487,000 337,000 337,000 337,000

諸会費

入学時納入金 １年次（後期）

他大学出身者

授業料

入学金 200,000

306,500

（単位：円）

学費
―

306,500

入学時納入金 １年次（後期）

本学学部出身者

150,000

281,500

―

281,500

入学時納入金 １年次（後期）

本学研究科の課程出身者

―

281,500

―

281,500

20,500 5,500

�：
�：
�：

■ 「長期履修制度」が適用され、入学時納入金が第１学期の学費より多くなる場合は、その差額を次学期以降の学費に充当します。

諸会費は、学会、院生会、親和会、校友会からの委託徴収金です。
本学出身者のうち文学部・文学研究科・実践真宗学研究科出身者以外の入学生は、学会入会金�,���円を必要とします。ただし経営学研究科については、学会入会金�,���円は不要です。
校友会費（��,���円）は他大学出身者のみ博士後期課程３年次に納入していただきます。

5,500 5,500 5,500 5,500

合　計 527,000 312,000 437,000 287,000 287,000 287,000

入学時納入金 １年次（後期）

他大学出身者

授業料

入学金 200,000
―

（単位：円）

学費

―

―

入学時納入金 １年次（後期）

本学学部出身者

150,000
―

―

―

入学時納入金 １年次（後期）

本学研究科の課程出身者

―

―

―

―

学業成績や人物が特に優れた大学院生が、経済的な支援により安心して教育・研究活動に
専念出来るよう、さまざまな奨学金制度を設けています。

■大学院学内進学奨励給付奨学金（予約採用型）〔給付奨学金〕
学内進学者の内、学業成績が優秀で、人物としても秀でていると認められる
者に給付します。
対象：修士課程・博士後期課程在籍時
金額：���,���円（年額）

■大学院研究活動支援給付奨学金（自己応募）〔給付奨学金〕
研究活動を積極的に行う者を奨励するために給付します。
対象：修士課程（１年次）・博士後期課程（１年次）在籍時
金額：���,���円（年額）※

■その他の奨学金制度
上記の奨学金制度の他、さまざまな奨学金制度を設けています。
➀

➁

親和会海外研修奨学金（自己応募）
・ 自己研鑽コース ���,���円の範囲内
・ 研究コース　　 ���,���円の範囲内
家計急変奨学金（自己応募）
���,���円の範囲内

➂ 災害給付奨学金（自己応募）
被災内容に応じ、年間授業料相当額
もしくは、半期授業料相当額

■大学院成績優秀者給付奨学金（自己応募）〔給付奨学金〕
学業成績が優秀で、人物としても秀でていると認められる者に給付します。
対象：修士課程（２年次）・博士後期課程（２・３年次）在籍時
金額：���,���円（年額）※

※����年度 文学研究科実績額。

※����年度 文学研究科実績額。

他にも、日本学生支援機構・地方公共団体・民間団体が実施する奨学金制度があります。

奨学金制度

� �


